
 

Thinstall Virtualization Suite FAQ 

 

Q 仮想化できるアプリケーションを教えてください。 

Thinstall サイトで実績のあるパッケージアプリケーションを公開しておりますので、ご確認ください。 

http://thinstall.com/mysupport/vs_apps.php 

 

Q 実績のある開発言語を教えてください。 

Visual C++、Visual Basic、.NET、Sun JAVA JRE、MS JAVA、Boland Delphi、Boland C++、GNU、

Macromedia Director、Flash などがございます。その他記載のない言語で開発したアプリケーションに

対応できないというわけではございません。 

 

Q 仮想化できないアプリケーションはどういうものですか？ 

アンチウイルスソフトや VPN クライアント、パーソナルファイアウォール等のデバイスドライバのインスト

ールが必要なアプリケーションは、仮想化できません。ただし、ホスト OS にインストールされているプリ

ンタやスキャナなどを仮想アプリケーションから利用する事は可能です。 

 

Q 対応している OS を教えてください。 

【仮想アプリケーションの作成環境】 

 32bit platforms: Windows NT, 2000, 2000 Server, XP, 2003 Server, Vista 

【仮想アプリケーションの実行環境（ホスト OS）】 

 32bit platforms: Windows NT, 2000, 2000 Server, XP, XPEmbeded, 2003 Server, Vista 

 64bit platforms: Windows XP 64 bit, Windows 2003 64 bit, Windows Vista 64 bit 

 

Q 仮想化したアプリケーションはどのような形でユーザーへ展開すればよいですか？ 

仮想化したアプリケーションは単一の EXE ファイルになります。これを LAN 上のファイルサーバ、USB

メモリ、CD-ROM、ローカル PC へ直接コピーなどするだけで、EXE ファイルにアクセスできるところであ

れば、どこからでも実行できます。 

 

Q 仮想化したアプリケーションはホストOS側に専用クライアントソフトウェアをインストールする必要

はありますか？ 

ホスト OS 側への専用クライアントソフトウェアのインストールは必要ありません。 

 

Q アプリケーションを仮想化するためのパッケージ作業の時間はどれくらいかかりますか？ 

アプリケーションをインストールする時間＋αで作業は完了します。ただし、各種パッケージの設定など

を行なう場合はそれ以上の時間を必要とします。 

http://thinstall.com/mysupport/vs_apps.php


 

Q アプリケーションを仮想化する際のパッケージにはどのような設定を行なえますか？ 

仮想アプリケーションの圧縮、実行許可グループの設定、アイコンの変更など様々な設定を行うことが

できます。詳細は、Document ヘルプファイルの Package.ini format のトピックを御確認下さい。 

https://thinstall.com/help/index.php?package_iniformat.htm 

 

Q アプリケーションを仮想化した際のパッケージサイズはどれくらいの大きさになりますか？ 

実際にインストールしたサイズとほぼ同じ大きさになります。ただし、圧縮などの設定を行なった場合は

これ以下になります。 

 

Q アプリケーションを仮想化するための専用端末を用意する必要がありますか？ 

専用端末を用意する必要は、ありません。ただし、アプリケーションの仮想化を行う際には、Windowsの

みがインストールされている状態で作業を行う必要があります。OSのイメージを復元できるツールや仮

想マシンを利用するとアプリケーションの仮想化作業を効率的に行うことができます。(Norton Ghost や

VMWARE、VirtualPC 等) 

 

Q 仮想化したアプリケーションを動作させるためにクライアントの管理者権限は必要ですか？ 

必要ありません。 

 

Q Thinstall で仮想化した 32 ビットアプリケーションを 64 ビット OS で動作させることは可能ですか？  

可能です。 

 

Q 仮想化したアプリケーションの設定情報を保存することは可能ですか？ 

可能です。 

 

Q 単一のEXE ファイルをコピーすれば、どこでも動作してしまうと思いますが、セキュリティ面に問題

はありませんか？ 

実行を許可するグループの設定が可能です、許可されていないユーザーの利用を防止する事ができ

ます。ActiveDirectory のグループと連携する事も可能です。 

 

Q それぞれ別に仮想化したアプリケーション間の連携はできますか？ 

できません。アプリケーションの仮想化はそれぞれのアプリが干渉し合わない形で動作します。アプリ

ケーション同士を連携させる場合には一つのパッケージ内で仮想化させることにより対応可能です。 

 

Q 仮想化したアプリケーションは通常のアプリケーションよりも動作が遅くなったりしますか？ 

初回の起動時には構成情報を展開する必要があるため、若干のオーバーヘッドはありますが、起動後

https://thinstall.com/help/index.php?package_iniformat.htm


の動作に関しては、ほぼ動作速度は変わりません。また、2 回目以降の起動に関しては、初回に比べ

高速に起動します。 

 

Q アプリケーションで定義されるファイルの関連付けは可能ですか？ 

可能です。 

 

Q ライセンスの管理はできますか？ 

ライセンスの管理は出来ませんが、「プログラムの追加と削除」に情報をセットする事が可能なため、 

サードパーティ製のインベントリ管理ツールを利用しアプリケーションの利用状況を確認する事ができ

ます。 

 

Q Thinstall を利用する上で、必要になるシステム構成を教えてください。 

仮想アプリケーションの作成環境、仮想アプリケーションの実行環境が必要です。 

【仮想アプリケーションの作成環境】 

 32bit platforms: Windows NT, 2000, 2000 Server, XP, 2003 Server, Vista 

 Windows のみがインストールされている状態で作業を行う必要があります。OS のイメージを復元でき

るツールや仮想マシンを利用するとアプリケーションの仮想化作業を効率的に行うことができます。 

【仮想アプリケーションの実行環境（ホスト OS）】 

 32bit platforms: Windows NT, 2000, 2000 Server, XP, XPEmbeded, 2003 Server, Vista 

 64bit platforms: Windows XP 64 bit, Windows 2003 64 bit, Windows Vista 64 bit 

 仮想化したアプリケーションは単一のEXEファイルになります。これをLAN上のファイルサーバ、USB

メモリ、CD-ROM、ローカル PC へ直接コピーなどするだけで、EXE ファイルにアクセスできるところであ

れば、どこからでも実行できます。仮想アプリケーション(EXE ファイル)は、HDD、ファイルサーバー、

USB メモリなどから実行するだけで利用可能です。 

 

 

 

• 本資料に関して 

– 記載された社名・製品名は、各社の商標、または登録商標です。 

– 本資料は 2007 年 9 月現在の内容となります。 

– 本資料は予告なく変更される可能性があります。 

 

• 本資料および製品に関するお問い合わせ先 

– ソフトバンク BB 株式会社 コマース＆サービス統括  

– BB ソリューション推進部  

– Email :sbb-thinstall_sales@bb.softbank.co.jp 


